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１ 部門名 
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２ 担当者名 

   佐藤寛人、尾形亜希子 
３ 要旨 

2022 年に県北地域でカキ「蜂屋」に奇形果が多発した。奇形果は大きく３つに分類され、条
溝果（軽：浅い溝、中：軽と甚の中間程度の溝、甚：深い溝）、多子果、がくが５枚の果実が確
認された。また、果樹研究所内の「蜂屋」70 果を調査したところ、中～甚程度の条溝果及び多
子果は、心室の配置や形状が正常果と異なり、心室が欠失している傾向が見られた（図１）。                                                                                            

（１） 発芽～展葉期の花器形成期において、約 30℃の高温やその後の低温など極端な温度変化に
遭遇したことで、花器形成に異常が起こり、奇形果が発生したと推察された（図２）。 
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図１ 奇形果の外観と断面（左から正常果、条溝果（軽）、条溝果（中）、 
条溝果（甚）、多子果、がく５枚） 

図２ 発芽～展葉期の気温の経過（果樹研究所） 


